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公益社団法人 劇場演出空間技術協会（JATET） 

 

第５４回 定例理事会 議事録（正） 

 
 

日  時：令和 3年 2月 26 日（金）14:00～15:33 

場  所：JATET 会議室 

     東京都千代田区神田鍛冶町 3-8-6 古川ビル TEL：03-5289-8858 

 

議事次第 

1.議長選出 

2.議事録作成署名人選出 

 

議事 

3.報告事項 

1）業務報告           森 健輔 会長 

2）事業報告           青野 時彦 副会長 

3）財務報告           荻野 均 副会長（欠席）、（代理）中川 堅司 専務理事 

4）総務報告           永井 烈 副会長 

5）国際協力報告         小川 幹雄 理事 

6）コンプライアンス報告     西 豊彦 理事 

7）規程改訂作業部会報告     中川 堅司 専務理事 

8）事務局報告          中川 堅司 専務理事 

9）その他 

 

4.審議事項 

 第 1号議案   令和 3年度事業計画の件                 資料-2 

 第 2 号議案   令和 3年度事業予算の件                 資料-3 

 第 3 号議案   総会時の出席しない社員の書面による議決権行使の件    資料なし 

 第 4号議案   令和 3年度資金運用計画について             資料-4 

 第 5 号議案   ＪＡＴＥＴ誌 89 号について                資料-5 

 第 6 号議案   角 和志（すみ かずゆき）氏 正会員 C入会の件      資料-6 

 第 7 号議案   正会員 C角 和志（すみ かずゆき）氏 照明部会入部の件  資料-7 

 第 8 号議案   正会員 Aウシオライティング株式会社 会員種変更     資料-8 

（正会員 A→賛助会員 A）について 

 第 9号議案   正会員 C近江 哲朗 氏 退会の件             資料-9 

 第 10 号議案  賛助会員 B奥畑 康夫 氏 退会の件            資料-10 

 第 11 号議案  賛助会員特別 NPO 法人劇場創造ネットワーク 退会の件   資料-11 

 

5.その他 

1）第 55 回定例理事会開催日程（4月）について 

2）閉会 
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開会 ： 開会の辞 中川 堅司 専務理事 

 

出 席 理 事：森 健輔 会長 

       青野 時彦 副会長（事業担当） 

       永井 烈 副会長（総務担当） 

       西 豊彦 理事（コンプライアンス担当） 

       中川 堅司 専務理事（事務局統括、国内渉外担当、規程改訂作業部会担当） 

Web出席理事：小川 幹雄 理事、伊東 邦比古 理事、伊東 正示 理事、﨑山 征雄 理事、 

西村 岩夫 理事、宮丸 正人 理事 

欠 席 理 事：荻野 均 副会長、長谷川 祥久 理事 

出 席 監 事：間瀬 勝一 監事 

Web出席監事：尾澤 輝行 監事 

 

有効理事総数 13 名、出席理事 11 名、欠席理事 2 名 

出席率 84.6％ 

 

定足数確認：有効理事総数 13 名中、11 名の出席にて 

本理事会は定足数の過半数を確保し成立した。 

 

1.議長選出 

 定款第 42条の規定により森 健輔 会長を議長に選出した。 

 

2.議事録記録署名人選出 

 定款第 46条（議事録）の規定に従い議事録作成著名人の選出。出席理事の中から議長が 

永井 烈 副会長を指名し、同氏はこれを受諾した。 

 

3.報告事項 

 1)業務報告        森 健輔 会長（資料-議事録） 

  下記の通り、第 53 回定例理事会以降の業務報告がされた。 

  令和 2年 12 月 16 日（水） 14:00～ 第 55 回事業執行連絡委員会 

  令和 3年 1月 15 日（金） 14:00～ 第 56 回事業執行連絡委員会 

  令和 3年 2月 16 日（火） 14:00～ 第 57 回事業執行連絡委員会 

   

 2)事業報告       青野 時彦 副会長（事業報告資料、各部会資料、資料-1） 

 各部会の活動と次年度事業計画について、報告詳細については各部会資料を参照の 

こと。 

 

教育研修部会では、 

・「山形県総合文化芸術館」見学会は、今年度の開催を見送り、来年度コロナの状況を

踏まえ実施予定とする。 

・見学会開催候補 5 件についても、今年度の開催は見送りとし、JATET ジャーナルによ

る施設紹介も現状では見合わせとなっている。 

・ヒビノスペーステック様及び KYB ステージエンジニアリング様の部会入部を依頼し

た。ヒビノスペーステック片山氏が職場復帰し、再入部の予定である。 

<次年度事業計画> 

・部会を原則月１回開催し、新設、改修された劇場、施設の情報を収集する。 

・新設、改修された劇場、施設に対し、施設見学会を年３回を目標に開催する。 

施設見学会候補施設は、「山形県総合文化芸術館」「柳川市民文化会館」「高崎芸術劇 
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場」を予定している。 

・見学会が開催された劇場、施設を JATETジャーナルで紹介し、最新の劇場技術、リニ 

ューアルの実例等を全国に無料にて提供していく。 

・スタジオ、仮設劇場、制作場など劇場以外の新たな見学先を模索する。建築、設備の 

見学だけでなく、一般には公開されない施設を見学することで、設計事務所やゼネコ 

ンの方たちの新たな設計、施工への発想を促し、新しい劇場、演出空間の建設に役立 

てる。 

 

建築部会では、 

・JATETフォーラム 2020/21セミナー内容について意見を集め、空調、運営、客席椅子 

の項目で情報を整理する。 

  ・セミナー内容は、空調設備の特徴、概要、コロナ禍の中での昭和音楽大学におけるオ 

ペラ上演の動画再生、客席における飛沫の滞留シュミレーション紹介、東広島市芸術 

文化ホールくららにおけるホール内の空調実験紹介、客席及び座席におけるコロナ感 

染対応紹介、コロナ禍で見えてきた劇場・ホールのあり方などとしている。 

<次年度事業計画> 

・部会を原則月１回開催し、次に掲げる調査研究を実施していく。 

・大規模災害を乗り越えて文化施設はどうあるべきか 

我が国では、これまで大震災や豪雨等の自然災害、また現在は新型コロナウィルスの 

蔓延といった災害に見舞われている。 

こうした災害により、劇場・ホールを含む文化施設も被害を受け、その後の劇場・ホ 

ール計画にも少なからず影響を与えてきた。 

次年度は、過去の災害がその後の劇場・ホールの計画に与えた影響を振り返るととも 

に、それらを乗り越えて、今後劇場・ホールを含む文化施設がどのようにあるべきか 

調査研究する。 

 

機構部会では、 

・新型コロナウィルス感染拡大防止ガイドライン及び各研究会の進捗状況について報告 

を行った。 

・JATET 誌 89 号のテーマについても議論を行った。 

<次年度事業計画> 

・部会を月 1回開催（3月、8月を除く）し、必要により研究会を行う。 

・JATET 誌 89 号において編集を担当する。 

・吊物機構安全指針の見直しを行う。 

・吊物装置における各駆動方式等の調査、研究を行うとともに、未来の駆動部について 

も調査、研究を行う。 

・その他の事業において機構分野の分担、協力をしていく。 

 

照明部会では、 

・ネットワークに関する資料を作成しており、今年度中にホームページに掲載する予定 

で進める。 

<次年度事業計画> 

・舞台照明において、ネットワークを使用した調光等のコントロールが増えている。 

これまでネットワークを使用した場合の資料が、あまり作成されてこなかった。 

現在、ほとんどの新設の施設はネットワークを使用しており、改めて舞台照明での 

ネットワークと DMX-512 に関する資料を作成し公開する。 

・JATET-L-7190の改正作業を行う。複数年度になる可能性があるが、規格の内容が現状 

に合っていない部分もあるため、見直しが必要である。ワーキンググループを作り、 
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作業を進める。 

・照明器具の明るさや、照射エリアについての考え方の統一とともに、フィールド角や 

ビーム角などの特殊な用語について定義を行い、ユーザーが照明器具を選択するとき 

の情報をわかりやすく統一できるよう検討を進めていく。 

・劇場演出照明は、LED 機材が増加し運用管理や設備設計の考え方が多様化しており、 

設備の安全確保と効率的運営の普及を目指した提言が求められている。 

施設管理者と施設利用者が抱える困りごとの対策を研究し、舞台芸術の振興と科学技 

術の発展に寄与することが必要な時期と考え、「新築/改修施設の調査報告」「施設利 

用時における常設機材と持込機材の運用調査」「施設利用時における純直電源とネッ 

トワークの運用調査」について、特定の劇場・ホールをピックアップして運用内容を 

聞き取り調査を行うために研究会、またワーキンググループを立ち上げる。 

 

音響部会では、 

・舞台連絡設備アンケートのまとめ方について、JATETフォーラムのセミナーコンテン 

ツの内容及び構成について協議した。 

・日本音響家協会から 2 月 2 日の勉強会への協力及び 4 月発行の会報への記事執筆依頼 

があり、山下委員が 2 月 2 日に「音響電源 200V化について」というテーマでセミナ 

ーを行った。 

・舞台連絡設備の設置・運用状況に関するアンケート調査報告書を取りまとめた。 

近日中にホームページで公開する予定である。 

<次年度事業計画> 

・電源電圧の違いによるパワーアンプ出力信号への影響についての調査研究 

パワーアンプを 100V、200V 駆動した時の出力信号を計測し、その特性を評価する。 

また、上記に加えスピーカからの拡声音について試聴により評価する。 

・音響電源 200V使用時に安全に運用できるコネクタについての調査研究 

安全性、汎用性の高い電源コネクタを調査・選定し、劇場等演出空間用標準コネクタ 

として推奨していく。 

・劇場等演出空間用音響設備の劣化診断・適正更新時期判定に関する調査研究 

音響設備の劣化診断を実施するためのチェックリストを作成し、その結果をもとに適 

正な更新時期が判定できる基準を策定する。 

・舞台連絡設備指針改定に向けた調査研究 

アンケート調査結果及び JATETフォーラム 2020/21セミナー・インタビュー等を踏ま 

え、舞台連絡設備指針改定作業を実施する。 

  ・グラウンド（接地）及びインバーターに関連するノイズ対策についての調査研究 

伝送におけるノイズ障害のメカニズムを明らかにし、保安と EMC のために必要な技術 

的知見を集積する。 

 

映像部会では、 

・NHK ホールを収録場所に予定していたが使用不可となった。 

NHK ホールから、講師として参加することは問題ないが、緊急事態宣言が出たため、

コロナが落ち着いた後、収録する予定となった。 

・日建設計については、2月 14 日（日）に映像センターで収録を終えている。 

<次年度事業計画> 

・月 1 回の部会及び研究会の開催を目標にし、関連情報の収集および会員への情報発

信、他部門との相互連携を目標として活動する。 

・デジタルトランスフォーメーションに対する劇場、演出空間の今後の取り組みや、

「劇場設備の IP 化」により、劇場と外部空間を結ぶプラットフォームとして求めら

れる機能等について調査研究を行う。 
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・オリンピックでのネットワーク技術の活用事例について、外部講師による研究会を開

催し、最新情報の取得及び取り組むべき課題を議論し、映像部会から広く情報発信を

目指す。 

 

広報部会では、 

・フォーラム 2020/21が配信となった場合のアンケートの実施について提案した。 

・今年度事業のリーフレット改訂と英文化について、英文化は進んでいないが更新につ

いては文章の改訂案を作成した。 

・リーフレットは紙で作ったが、今後はホームページからダウンロードして、それぞれ

印刷する形式にしていくことを考えている。 

<次年度事業計画> 

・部会を隔月１回開催する。 

・JATETとその活動についての情報発信を図る。 

JATET の持つ多くの劇場演出空間についての情報や人的資源を、広く社会のために資

するための広報活動を展開し、社会のニーズを調査し、JATET とその活動範囲の拡大

と活性化を図る。必要に応じて JATET リーフレットの改訂、英語版の作成を検討し、

JATET安全手帳の普及等へ協力する。 

・JATET全体での事業について、広報分野を担当し協力する。 

JATET の重要な広報媒体である JATET 誌の編集に際して、その内容がより読みやすく

且つ魅力的なものであるよう、編集担当部会に協力を行う。また JATET 主催行事の運

営に協力する。 

 

イ．JATETフォーラム 2020/21 について      （資料-1） 

・下記の通り JATETフォーラム 2020/21実行委員会を開催した。 

令和 2年 12 月 18 日（金）14:00〜 第 12 回 JATETフォーラム 2020/21実行委員会 

令和 3年 1 月 25 日（月）14:00〜 第 13 回 JATETフォーラム 2020/21実行委員会 

令和 3年 2 月 22 日（月）14:00〜 第 14 回 JATETフォーラム 2020/21実行委員会 

・部会セミナーテーマについて、建築部会においてはリアルな上演を前提とする劇場、

ホールの価値を見直すことに変更した。 

・コンテンツ制作について、音響部会は 1 月 28～29 日に WEB 会議の形式で収録済み、

映像部会の一部（スマートシティについて）は 2月 14日に収録済み、基調講演は 3月

4 日に世田谷パブリックシアターで収録予定となっている。 

機構部会、照明部会については現在制作中で、3月 10日までを目標に完成する予定と

なっている。建築部会については編集を外部に依頼する関係で、2 月末までに一通り

の収録を終わらせ、編集作業に入る予定となっている。 

・基調講演は、せたがや文化財団様に共催いただくことになり、共催協定書を取り交わ

した。 

・基調講演の講師は、佐藤信氏、桑谷哲男氏、斎藤義氏、市来邦比古氏、熊谷明人氏、

進行役は西豊彦氏となっている。 

・コンテンツの撮影、編集はアークベル(株)という業社に依頼することとなり、配信業

社については現在検討中である。 

・JATET YouTube チャンネル作成について、JATET 紹介、フォーラム 2020/21 セミナー

告知動画を配信する予定となっており、現在編集中である。 

配信の際には JATET 会員、関連団体の皆様にも情報をお伝えする。 

 

 

ロ．JATET 誌について 

 ・JATET 誌 87＆88 号（合併号）は、11 月 27 日に発行した。 
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ハ．JATET 誌 89 号（夏号）について 

 ・編集担当は機構部会となり、後ほど編集テーマについて審議を行う。 

 

3)財務報告     代理：中川 堅司 専務理事（閲覧資料－財務報告） 

・毎月、荻野副会長、永井副会長の両名で総勘定元帳、現金出納帳、預金出納帳等の確認

をしており問題はない。 

・令和 2年度の会費未納者は正会員 Cの 2名である。2 月 26 日期限で再々請求している。 

JATET 誌 87＆88 号（合併号）の広告掲載請求書を発行しており、2 月 26 日までの支払

い期限に対し、1社が未納となっている。 

 

4)総務報告        永井 烈 副会長（閲覧資料－事務局関連・請求書等） 

・JATET 創立 30周年記念ボールペンを 350本発注しており、納品され次第、会員の皆様及 

 び関係各所へ発送する予定である。 

 

5)国際協力報告           小川 幹雄 理事（閲覧資料－国際協力報告） 

・OISTAT日本センターにおいて、昨年予定されていた総会はコロナの影響で延期となって

いる。2019 年度の活動報告、決算報告、監査報告及び 2020 年度の事業計画、予算を総

会に代わる報告書として全会員に送付した。 

・OISTAT 日本センター副会長の奥畑康夫氏が逝去された。 

・OISTAT の本部とは賀詞交換を行っている。また韓国産業技術試験院（KTL）とも賀詞交

歓を行った。 

・アジアエンターテイメント安全協議会（AESA）の 2021 年の年次会議は、オンラインを

予定している。 

・OISTAT本部より INVOICEが届き、年会費を送金した。 

・現 OISTAT 会長ディターマン氏（オランダ）の任期満了につき、2021 年内に改選が行わ

れ、同時に理事全員も改選される事になる。 

・会長選挙は当初、春先の予定だったが、10月にオンラインで開催される国際会議におい

て実施される予定である。会長には、ブラジルとドイツからの 2名が立候補している。 

 

 

6)コンプライアンス報告    コンプライアンス担当 西 豊彦 理事 

・報告事項なし 

 

7)規程改訂作業部会報告      中川 堅司 専務理事 

・報告事項なし 

 

8)事務局報告       中川 堅司 専務理事 

イ．内閣府情報                          閲覧資料-内閣府情報 

 内閣府からの情報は、下記閲覧資料のとおり。 

・内閣府 公益法人メールマガジン第 110 号（令和 2年 11 月 25 日発行）を閲覧 

・内閣府 公益法人メールマガジン第 111 号（令和 2年 12 月 9日発行）を閲覧 

・内閣府 公益法人メールマガジン第 112 号（令和 2年 12 月 23 日発行）を閲覧 

・内閣府 公益法人メールマガジン第 113 号（令和 3年 1月 13 日発行）を閲覧 

・内閣府 公益法人メールマガジン第 114 号（令和 3年 1月 27 日発行）を閲覧 

・内閣府 公益法人メールマガジン第 115 号（令和 3年 2月 10 日発行）を閲覧 

・マイナンバーカードの積極的な取得と利活用の促進について協力依頼が届いた。 
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ロ．経済産業省＆総務省情報        閲覧資料-経済産業省＆総務省等 

経済産業省コンテンツ産業課より 

・「下請け取引の適正化について」「イベント等における感染拡大防止ガイドライン遵守徹

底に向けた取組強化等について」の書面が届いた。 

・「マイナンバーカード関係」の協力依頼、年末年始における忘年会・新年会・成人式等

及び帰省の留意事項について、「デジタルの日」に関する協力依頼、「平成 32 年東京オ

リンピック競技大会・東京パラリンピック競技会特別措置法の一部を改正する法律」の

施行について、分科会提言を踏まえた催物の開催制限の取扱いについてお知らせが届い

た。 

・改正独占禁止法施行に伴い導入された新制度の経済団体等に向けての講師派遣について

お知らせが届いた。 

 

ハ. JATETニュース発行について 

・JATET ニュース第 221 号 を（令和 2年 12 月 7日配信）発行した。 

掲載内容は、JATET 誌 87＆88（合併号）の発行、 JATET 誌 84 号〜最新 87＆88 号（合併

号）のPDFデータ公開、JATETフォーラム 2020/21（オンライン開催）の告知、令和3年

度通常総会のお知らせ（2021 年 5 月 26 日（水）開催）、JATET 事務局年末年始休業のお

知らせとなっている。 

 

ニ．会員情報       閲覧資料-会員情報 

・正会員 A ウシオライティング ㈱     賛助会員 Aに会員種変更（審議事項） 

・正会員 C 角 和志 氏          入会（審議事項） 

・照明部会  角 和志 氏          入部（審議事項） 

・正会員 C 近江 哲朗 氏          退会（審議事項） 

・賛助会員 B 奥畑 康夫 氏         退会（審議事項） 

・賛助特別会員 NPO 法人劇場創造ネットワーク 退会（審議事項） 

・正会員 C 桂川 潤次郎 氏        登録内容変更 

・賛助会員 A KYB ステージエンジニアリング㈱ 登録内容変更 

・賛助会員 B 澤村 厚志 氏         登録内容変更 

・正会員 A ウシオライティング ㈱     登録内容変更 

 

ホ.諸団体情報         閲覧資料-諸団体情報 

・全国公立文化施設協会から「会員名簿の訂正について」のお知らせが届いた。 

・世田谷パブリックシアターから安全セミナーの案内が届いた。 

・「世界劇場会議名古屋フォーラム 2020」後援名義使用事業実施報告書が届き、昨年 11

月 16 日に名古屋市公会堂大ホールにて実施し、237 名の入場者との報告であった。 

・芸団協メールニュース 11/16(428 号)、11/25（臨時号）、12/1（429 号）、12/15（430

号）、1/5（431 号）、1/12（臨時号）、1/15（432 号）、1/19（臨時号）、2/1（433

号）、2/3（臨時号）が届いた。 

・全国公文協メールマガジン「情報フォーラム」11/13(111 号）、12/15（112 号）、1/12

（臨時号）、1/15（113 号）が届いた。 

・その他、協会誌、雑誌関係の資料（電気設備学会誌・公益法人・Stage Sound Journal

他）を閲覧した。 

 

へ.書籍販売状況       閲覧資料-書籍販売状況 

・昨年 4月から本年 1月末までの総売上は 355,800円となっている。 

・主に「吊物機構安全指針・同解説」、「劇場等演出空間における音響設備動作特性の測定

方法」、「プロオーディオ音響技術 CD」「床機構安全指針・同解説」等が売れている。 
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ト. 請求書情報        閲覧資料-請求書情報 

・かんの社労士事務所、尾澤会計事務所、ゼロックス、アスクル、古川商事、テトラロジ

ックスタジオなどの請求書関連を閲覧した。 

 

チ.ホームページについて     閲覧資料-ホームページ解析資料 

・JATET ホームページのアクセス解析状況の資料を閲覧した。アクセス数は、11 月が約

2,600 件、12 月が約 2,800 件、1 月が約 2,400 件となっている。JATET ニュース発行後

に閲覧が増える傾向になっている。 

 

リ.事務局関連         閲覧資料-事務局関連 

・協会けんぽからのお知らせ、日本年金機構からのお知らせなどを閲覧した。 

・令和 3年度通常総会は、コロナ禍を考慮し今年度と同様に書面総会の予定をしている。 

・各部会、事務局への問い合わせは適宜回答している。 

 

 

4.審議事項 

 第 1号議案 令和 3年度事業計画の件       資料—2 

中川 堅司 専務理事より第 1号議案 令和 3年度事業計画について説明があった。 

議案説明の後、審議に入り下記の指摘箇所を事務局にて確認を行い、訂正する事を前提

とし、第 1号議案 令和 3年度事業計画の件は全員一致で可決承認された。 

・教育研修部会の（2）において「です・ます調」を「ある・である調」に訂正する。 

・建築部会の（2）において「暗いイメージ情報を発信する」を「受動的な取り組み」

に訂正する。 

・建築部会に（3）として、JATET 誌 90 号の編集を担当する事を追記する。 

・機構部会の文末に句点「。」を付ける。 

・映像部会の（3）外部講師（候補）：（空白）では意味不明なため、招聘やセミナー計

画など意図が伝わるよう訂正する。  

 

 第 2 号議案 令和 3年度事業予算の件       資料—3 

 中川 堅司 専務理事より第 2号議案について説明があった。 

経常増減の部の経常収益について、本年度は会員の増強を図るために輸入代理店などの

新規会員、過去に退会された法人について再入会をお願いする計画だったが、コロナ禍

の影響で勧誘することが出来なかった。来年度は改めて、正会員 B 1 社、正会員 C 1

名、賛助会員 A 2 社、賛助会員 B 2 名の新規会員獲得を目指したいと考えている。 

事業収益は、今年度にコンテンツを制作して配信予定であった JATET フォーラム

2020/21の配信が来年度になるため、視聴参加費収入として開催収益で 1,000,000円（1

プログラム 1,000円×1,000 人）を見込んでいる。 

その他は、発刊物販売収益で 400,000 円、施設見学会開催収益で 660,000 円、JATET 誌

は 89 号、90号の 2号を発行し、広告収益は 40 社で 8,000,000円を目標とし、経常収益

計は 26,715,000円を見込んでいる。 

経常費用は、事業費で 22,433,000 円、管理費が 6,742,000 円となり、経常費用の合計

が 29,175,000円、収支はマイナス 2,460,000円となる。 

事業費の内訳は、主なものとして部会費が 1,400,000 円、JATET フォーラムのコンテン

ツ制作費の残りが 500,000円、施設見学会費用が 1,123,000円となっている。 

JATET ジャーナル発行費は、施設見学会の開催に併せ 3 誌発行する予定で 450,000 円、

福利厚生費、事務機、家賃、光熱費など管理費との割合分割分を含めた事業費合計は、

22,433,000円となる。 
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管理費は、例年とほとんど変わらず6,742,000円を見込み、経常費用合計は 29,175,000

円となる。 

議案説明の後、審議に入り第 2 号議案 令和 3 年度事業予算の件は全員一致で可決承認

された。 

  

 第 3 号議案 総会時の出席しない社員の書面による議決権行使の件    （資料なし） 

中川 堅司 専務理事より第 3号議案について説明があった。 

定款では、（書面表決等）「第 21条 社員総会に出席できない社員は、あらかじめ通知

された事項について書面または電磁的記録により表決し、又は代理人によってその議決

権を行使することができる。2 前項の代理人は、代理権を証する書面を会議ごとに提

出しなければならない。3 第 1 項の場合における前 2 項の規定の適用については、そ

の社員は出席したものとみなす。4 社員総会に出席しない社員が書面によって議決権

を行使することができることとするときは、理事会の決議によらなければならない」と

あるので、本理事会で審議に諮る。 

議案説明の後、審議に入り第 3号議案 総会時の出席しない社員の書面による議決権行

使の件、全員一致で可決承認された。 

 

 第 4 号議案 令和 3年度資金運用計画について      資料-4 

荻野 均 副会長の代理として、中川 堅司 専務理事より第 4号議案について説明があっ

た。 

令和 3年度の資金運用方針は、例年通り当協会の現預金保有状況、令和 3年度事業計画

に鑑み、運用収益を積極的に求める運用は行わず、日々の入出金の確実な管理と資金の

保全に重点を置いた資金運用とする。そのため、取引先の金融機関、三菱ＵＦＪ、みず

ほ、ゆうちょの 3銀行の普通預金、定期預金での運用を原則とする。 

2021 年 1 月 31 日現在の現預金残高は、方針書に示した通りである。 

残高合計は、13,925,863円となっている。 

議案説明の後、審議に入り第 4号議案 令和 3年度資金運用計画について、全員一致で

可決承認された。 

 

 第 5 号議案 JATET 誌 89 号について                資料-5 

中川 堅司 専務理事より第 5号議案について説明があった。 

議案説明の後、審議に入り下記の指摘事項を訂正する事を前提とし、第 5号議案 JATET

誌 89 号について、全員一致で可決承認された。 

・制作時の苦労や反省点は内部留保すべき事項であるため、テーマから除外する。 

 

 第 6 号議案 正会員 C 角 和志 氏 入会の件      資料-6 

中川 堅司 専務理事より第 6号議案について説明があった。 

議案説明の後、審議に入り第 6号議案 正会員 C 角 和志 氏 入会の件、全員一致で

可決承認された。 

 

 第 7 号議案 正会員 C 角 和志 氏 照明部会入部の件    資料-7 

中川 堅司 専務理事より第 7号議案について説明があった。 

議案説明の後、審議に入り第 7号議案 正会員 C 角 和志 氏 照明部会入部の件、全

員一致で可決承認された。 

 

 第 8 号議案 正会員 A  ウシオライティング㈱ 会員種変更の件  資料-8 

中川 堅司 専務理事より第 8号議案について説明があった。 
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コロナ禍の影響により厳しい状況が続いており、賛助会員 Aへの会員種を変更したいと

要望があり、1月 28 日付の会員種変更届が届いている。 

議案説明の後、審議に入り第 8号議案 ウシオライティング㈱ 会員種変更の件、全員

一致で可決承認された。 

 

 第 9 号議案 正会員 C 近江 哲朗 氏 退会の件      資料-9 

中川 堅司 専務理事より第 9号議案について説明があった。 

永年、建築部会でご活躍いただき、令和 3年 3月 31 日付の退会届が届いている。 

議案説明の後、審議に入り第 9号議案 正会員 C 近江 哲朗 氏 退会の件について、

全員一致で可決承認された。 

 

 第 10 号議案 賛助会員 B 奥畑 康夫 氏 退会の件について   資料-10 

中川 堅司 専務理事より第 10 号議案について説明があった。 

奥畑氏が代表取締役を務めていた㈱アート・ステージ・ライティング・グループより、

新型コロナウィルスへの感染により逝去されたとの連絡が FAXで届いた。 

通常、法人会員の方が逝去された場合、法人の方に死亡届を提出していただくが、奥畑

氏は個人会員のため、FAXの書面を持って退会として手続きをして構わないか審議に諮

る。 

議案説明の後、審議に入り第 10 号議案 賛助会員 B 奥畑 康夫 氏 退会の件につい

て、全員一致で可決承認された。 

 

 第 11 号議案 賛助会員特別 NPO 法人劇場創造ネットワーク 退会の件 資料-11 

中川 専務 理事より第 11 号議案について説明があった。 

登録代表者の桑谷 哲男 氏から本年度にて退会したいとの連絡があり、令和 3年 2月

10 日付の退会届が届いている。 

議案説明の後、審議に入り第 11 号議案 賛助会員特別 NPO 法人劇場創造ネットワー

ク 退会の件について、全員一致で可決承認された。 

  

5．その他 

1) 第 55 回定例理事会開催日程について 

第 55 回定例理事会は、令和 3年 4月 23 日（金）14 時から開催予定とする。 

 

2)閉会 

  15 時 33分、森会長が閉会を宣言して終了した。 






